
道
路
占
用
許
可
に
係
る
基
準
の
弾
力
化
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重点番号25　道路占用許可に係る基準の弾力化（広島市）



道
路

に
は

歩
行

空
間

に
余

裕
の

あ
る

歩
道

や
緑

地
帯

な
ど

一
定

空
間

の
占

用
を

認
め

て
も

機
能

上
の

支
障

が
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
 

⇒
無

余
地

性
の

原
則

に
よ

り
、

占
用

許
可

で
き

な
い

 

提
案

内
容

 

 道
路

管
理

者
が

地
方

公
共

団
体

等
と

協
議

の
上

、
適

切
と

認
め

る
場

合
に

は
 

あ
ら

か
じ

め
特

例
道

路
占

用
区

域
を

指
定

し
 

都
市

再
生

特
別

措
置

法
に

よ
る

こ
と

な
く
、

無
余

地
性

の
原

則
が

緩
和

で
き

る
よ

う
 

道
路

占
用

許
可

基
準

の
弾

力
化

を
求

め
る

 

道
路
占
用
許
可
に
係
る
基
準
の
弾
力
化
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◎
ひ

ろ
し

ま
都

心
活

性
化

プ
ラ

ン
（
平

成
29

年
3
月

策
定

） 

 

誰
も

が
集

え
る

、
に

ぎ
わ

い
と

交
流

の
都

市
“ひ

ろ
し

ま
”
 

都
心

の
将

来
像

 

【目
指

す
姿

】 

①
広

島
の

魅
了

が
人

を
惹

き
つ

け
、

に
ぎ

わ
い

と
交

流
を

生
み

出
す

 

②
市

民
や

世
界

中
か

ら
の

来
訪

者
も

往
来

し
や

す
く
回

遊
で

き
る

 

③
豊

か
な

水
と

緑
に

囲
ま

れ
、

多
様

な
世

代
が

、
安

全
・安

心
で

快
適

に
生

活
で

き
る

 

背
景

 

実
現

に
向

け
た

 

基
本

方
針

と
施

策
の

方
向

性
 

【施
策

の
方

向
性

】 

平
和

大
通

り
な

ど
の

道
路

空
間

を
積

極
的

に
活

用
し

て
、

市
民

・企
業

・行
政

等
が

オ
ー

プ
ン

カ
フ

ェ
や

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
す

る
な

ど
、

新
た

な
に

ぎ
わ

い
の

創
出

を
図

る
 

【基
本

方
針

】
 

都
心

に
ふ

さ
わ

し
く
広

島
の

顔
と

な
る

空
間

づ
く
り

 

⇒
 

道
路

空
間

を
活

用
し

た
 

に
ぎ

わ
い

の
創

出
を

図
る

 

【都
心

回
廊

づ
く
り

】 

平
和

大
通

り
を

東
西

の
軸

と
し

、
周

辺
地

区
を

廻
る

「都
心

回
廊

」の
考

え
の

下
、

人
が

中
心

と
な

る
回

遊
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

を
目

指
し

、
に

ぎ
わ

い
と

交
流

を
都

心
全

体
に

広
げ

る
 

平
和

の
軸

(東
西

) 

ゾ
ー

ン
ご

と
の

将
来

イ
メ

ー
ジ

 

（活
用

イ
メ

ー
ジ

は
別

紙
１

、
２

を
参

照
）
 

ま
 

ち
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